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敦賀発電所１号機の出力降下について 

（原子炉給水ポンプの点検） 

 

 

 敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉：定格電気出力 ３５万７千ｋＷ）は定格熱出

力一定運転中のところ、平成２０年８月中旬から、原子炉給水ポンプ（全３台中２台運

転）※１のうち、運転中のＡ号機のメカニカルシール部付近から通常値（１０cc/分未満）

を上回る漏れが認められました。このため、監視を強化していましたが増加傾向が続い

ているため、同ポンプを停止して当該部の点検を行うこととし、本日１３時３１分に待

機状態にあったＣ号機を起動した後、１４時０７分にＡ号機を停止し、現在は定格熱出

力一定運転を継続しています。 

 このポンプ切替操作に伴う現場点検において、今回起動したＣ号機の補助油ポンプ※２

のメカニカルシール部から、潤滑油の漏えい（約４０cc/分）が確認されました。 

今回の潤滑油の漏えいは、Ｃ号機の運転に直ちに影響を与えるものではありませんが、

同油ポンプの点検・修理を行うためには、Ｃ号機を停止する必要があることから、本日

１８時より出力降下を開始し、出力約５０％の状態とした上で同油ポンプの点検・修理

を行う予定です。 

  

 本事象による周辺環境への放射能の影響はありません。 

  

添付資料：原子炉給水ポンプ系統概要図 

 

※１ 原子炉給水ポンプ 

原子炉への冷却水を供給するポンプで、３台（Ａ，Ｂ，Ｃ）ある。運転中は２台が運転、

１台が待機している。 

※２ 補助油ポンプ        

原子炉給水ポンプが待機中に軸受けに潤滑油を供給するために運転しているポンプで、

原子炉給水ポンプ運転中は停止している。 

 

 

      

 

 



原子炉給水ポンプ系統概要図  
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出力降下してＣ号機を点検する予定 
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添付資料 

８月中旬頃から軸シール部より 
通常値を越える漏えい（Ａ号機） 

 
 

点検のため停止 
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補助油ポンプ：原子炉給水ポンプ停止中に各軸受に潤滑油を供

給するために運転されているポンプで、原子炉給

水ポンプ運転中は、原子炉給水ポンプ直結の主油

ポンプにより潤滑油が供給されるため、補助油ポ

ンプは停止している。 

シ ー ル 水      ：高温（約１４０℃）の原子炉給水ポンプ出口水

の一部を軸シール部保護のために、約５０℃に冷

却し、軸シール部に注入する水。 
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